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ANAにおける
「仕事と介護の両⽴⽀援」の取り組み
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「仕事と介護の両立支援」配布資料
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従業員数 45,849名(連結従業員数)

輸送実績 国内線︓ 4,291万人 （120,000人/日）
国際線︓ 941万人 （27,000人/日）

売上高/営業利益 1兆9,742億円/608億円
機材数 307機(ANAブランド運用機数)

◆会社概要

◆HD体制 ANA
ホールディングス

連結子会社62社

持分法適用会社15社

空港施設 給油 ホテル

航空運送
空港地上支援
航空機整備

セールス&マーケティング

商社・商業

⾞両整備 人材・ビジネスサポート

貨物・物流

不動産・ビルメンテナンス

操縦士養成
調査研究・シンクタンク

IT

コンタクトセンター
ケータリング

航空運送事業

ANAANA

FSC LCC

AIR JAPANAIR JAPAN

ANA WINGSANA WINGS

PEACHPEACH
Full Service Carrier Low Cost Carrier

ANAグループの概要

B777 57機 B787 73機 B767 34機B737 50機 A320/321 67機
A380 2機

Q400 24機

2020年3月末現在
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ANAの従業員数

約17,400名
国内事業所における

ANA社員数

グローバルスタッフ職（事務）
約2,400名

グローバルスタッフ職（技術）
約2,700名

エキスパートスタッフ職
約1,200名客室乗務職 約8,600名

運航乗務職 約2,400名

2020年4月現在
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ダイバーシティ&インクルージョンの推進

《2015年4月 ANAHD 片野坂CEOが宣言》

・私たちは、「ダイバーシティ＆インクルージョン」を
新しい価値創造（イノベーション）の源泉と考え、社員の多様性を⼤切にします。

・一人ひとりが自らの強みを存分に発揮でき、
その強みを最⼤限活かす職場づくりに取り組みます。

・誰もがいきいきとやりがいを持って働くことで、揺るぎない信頼とたゆまぬ変革を
生み出すANAグループを創ります

「ANAグループ ダイバーシティ＆インクルージョン宣言」

Diversity
＆

Inclusion
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備える

• 介護休業/休暇
• 介護時短/介護日

• 特別繰越休暇

• 自己申告面談
•WEBアンケート
• セミナー後アンケート

• 上司への相談
• 社内相談窓口
• 社外相談窓口

• 介護セミナー＆相談会
• 介護ハンドブック
• Ｅラーニング
• ライフキャリア研修 2.学ぶ・

理解する

3.相談

する

4.両⽴⽀
援制度を

使う

1.状況把
握をする

介護について話しやすい雰囲気・お互い様の意識
風土

両⽴

仕事×介護 両⽴⽀援に向けた体制
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【1.状況把握をする】
①自己申告面談 〜家族の「介護事情の有無」を⼊⼒し上司と⾯談実施〜

身辺状況 健康、育児、介護について 「事情有り」の方のみ、事情について記⼊してください。
□自分の健康 □家族の健康 □育児
□家族の介護（在宅介護中）
□家族の介護（施設など・その他）

詳細について記⼊してください。

■会社に知ってもらいたい一身上の事情（健康/育児/介護など）

2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度
6.7% 6.9% 7.6% 8.0% 10.5%

年代 割合
20〜24 1.0%
25〜29 3.1%
30〜34 3.6%
35〜39 3.8%
40〜44 8.0%
45〜49 15.0%
50〜54 18.1%
55〜59 22.4%
60〜64 14.0%
65〜70 10.0%

「事情有り」推移

年代別割合
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１）介護における悩み（3項目を選択）
男性 ⼥性

1 介護期間が不明である 介護期間が不明である
2 自分の時間が持てない 自分の時間が持てない
3 経済的な負担が重い 他に介護を⾏える家族がいない
4 他に介護を⾏える家族がいない 経済的な負担が重い
5 介護を⾏う家族間の役割分担が曖昧 介護を⾏う家族間の役割分担が曖昧
6 周囲に相談できる人がいない 上司や職場の理解不⾜
7 ⽼々介護である ダブル介護やダブルケア（育児）への不安
8 施設への⼊所が難しい 施設への⼊所が難しい
9 上司や職場の理解不⾜ ⽼々介護である
10 ダブル介護やダブルケア（育児）への不安 周囲に相談できる人がいない

上位５項目に性別による大きな差は⾒られない。６位以下の項目では、「周囲に相談できる人がいない」、

「上司や職場の理解不⾜」、「ダブル介護やダブルケア（育児）への不安」において、差が⾒られる。

②WEB介護アンケート
◆回答者︓4351名 ※内訳 介護経験あり︓477名、 現在介護中︓317名 未経験︓3557名

【1.状況把握をする】
〜介護に関わる現状について無記名、任意でのWEBアンケート〜
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２）介護と仕事の両⽴を妨げる要因

介護経験者の２人に1人が仕事と介護を両⽴することに悩んだことがあると回答している

0 20 40 60 80 100 120 140 160

上司の介護に対する理解が得られない
社内に利用できる制度がない

介護に専念したい（看取りたい）
介護以外に育児も抱えている

自分以外に介護の担い手がいない
在宅介護との両⽴が難しい

介護の終わりの⾒通しが⽴たない
遠距離介護との両⽴が難しい

◆仕事と介護の両⽴に悩んだ理由

75

5

147人
90

45
40

31
24

（悩んだことがあると回答した人のみに質問）

【1.状況把握をする】
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３）社内制度の利用状況

社内制度の利用者の割合は、介護経験者の２割以下にとどまっている。

◆制度を利用しなかった理由

制度が必要なかった
39%

制度が利用できなかった
（介護対象者が制度の対象外）

17%

介護時に制度がなかった
8%

未回答

32%

39%

17%

制度があるのを知らなかった
32%

社内制度を知らなかった社員が３割以上を占めている

【1.状況把握をする】
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４）介護離職を防ぐためには

◆社内制度の改善が必要な点

介護休暇・特別休日の期間や日数⾯での⻑期化・増加を求める意⾒がある一方で、
短く、複数回休める介護日のニーズが高い

（％）

【1.状況把握をする】
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アンケート結果から⾒る傾向

・「介護事情あり」との回答社員増加傾向（自己申告6.7％→10.5％）
・「介護事情あり」との回答社員は45歳前後から10％台に増加

＜介護への知識＞
・会社の制度や相談窓⼝を知らない、社内情報にたどり着いていない
・「介護」に関する知識がなく、潜在的不安感が強い
＜相談体制＞
・介護事情を周囲や会社に伝えにくい雰囲気がある
・シフト勤務者は、日勤者よりも不安を感じる社員が多く、相談しづらいと感じる社員が多い
＜制度・環境⾯＞
・遠距離介護と仕事の両⽴に対する悩みが多い
・社内制度への期待は様々である
・自分自身の介護について

【1.状況把握をする】
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備える

• 介護休業/休暇
• 介護時短/介護日

• 特別繰越休暇

• 自己申告面談
•WEBアンケート
• セミナー後アンケート

• 上司への相談
• 社内相談窓口
• 社外相談窓口

• 介護セミナー＆相談会
• 介護ハンドブック
• Ｅラーニング
• ライフキャリア研修 2.学ぶ・

理解する

3.相談

する

4.両⽴⽀
援制度を

使う

1.状況把
握をする

介護について話しやすい雰囲気・お互い様の意識
風土

両⽴

仕事×介護 両⽴⽀援に向けた体制
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【2.学ぶ・理解する】
①介護セミナー＆相談会（2010年〜）

集合型から
オンラインへ変更
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【2.学ぶ・理解する】
②仕事×介護両⽴⽀援ハンドブック（2019年リニューアル）

Chapter1 事前の準備が重要です
・ANAグループ介護実態把握アンケート結果
Chapter2 はじめまして介護保険
・介護について相談したいときは ・要介護認定区分について
・介護認定の流れについて ・代表的な介護サービスの紹介
・代表的な施設の紹介 ・費用はどのくらいかかるの︖
Chapter3 仕事と介護の両⽴に向けて
・介護に関する公的な支援制度 ・両⽴事例〜1週間のスケジュールと費用

Chapter4 職場風土の醸成
・管理職としての⼼がけ・実践してほしいこと ・部下から介護の相談をうけたら
・職場のみんなでできること〜介護は介「互」〜

Chapter5 ⼤切なご家族とあなたの人⽣のために
・家族のこと知っていますか︖ ・覚えておきたい重要な７つのポイント ・よくある質問Q&A

Chapter6 資料
・介護に直⾯したら・・・チェックリスト ・相談窓⼝とお役⽴ちリンク
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両⽴事例〜1週間のスケジュールと費用（シフト勤務）
【2.学ぶ・理解する】
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両⽴事例〜1週間のスケジュールと費用(シフト勤務-夜勤)

【2.学ぶ・理解する】
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◆社内イントラネット（2016年介護ページ設置、2020年リニューアル）

【2.学ぶ・理解する】
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【2.学ぶ・理解する】
③Eラーニング

（2020年5月より）

・基礎編（13分） ・管理職編（8分）
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④ライフキャリア研修 「仕事と介護の両⽴について」

研修後のアンケート結果から

研修形態 ︓1日研修のうち、外部講師より１時間

【主な内容】
① 介護離職による会社と本人のリスク

② 介護事由と働き⽅の⾒直しについて

③ 介護保険制度について

④ 管理職と家族介護

⑤ 管理職に会社で実践してほしいこと

約90％の受講者から、有意義であったと好評

※④⑤は、管理職対象回で実施

対象年次 ︓満51歳到達年度における社員

61%
27%

10%
1% 0% 1%

とても有意義

有意義

どちらともいえない

あまり必要性はない

必要性はない

未回答

【2.学ぶ・理解する】
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備える

• 介護休業/休暇
• 介護時短/介護日

• 特別繰越休暇

• 自己申告面談
•WEBアンケート
• セミナー後アンケート

• 上司への相談
• 社内相談窓口
• 社外相談窓口

• 介護セミナー＆相談会
• 介護ハンドブック
• Ｅラーニング
• ライフキャリア研修 2.学ぶ・

理解する

3.相談

する

4.両⽴⽀
援制度を

使う

1.状況把
握をする

介護について話しやすい雰囲気・お互い様の意識
風土

両⽴

仕事×介護 両⽴⽀援に向けた体制
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【3.相談する】

③社内相談窓口
ANAグループキャリア支援室

②社外相談窓口 NPO(特定非営利活動法人海を越えるケアの手

社会福祉士や看護師等の資格を持ち、高齢者支援や介護問題についての知識を有する
相談員が、無料で相談を受け付け。介護に関する様々な悩みについて⾯談を⾏ったり、
メールや電話で気軽に相談することも可能。

①上司への相談 日頃からコミュニケーションをとり、相談しやすい風土をつくる、
1on1ミーティングの実施
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【3.相談する】
ANAグループキャリア相談室 介護に関する相談例

・⾯談当初は、仕事と介護のジレンマによる苦しみを話す。

→ 他にも選択肢がある事にも気づいた。

30歳代 男性相談依頼者

・話が進むうちに、「地域包括支援センター」の存在や「会社の介護制度」
活用について、調べ⾜りない事に気づく。

面談の中で

面談を終えて

→ 上司に話しをし、実情を理解してもらい協⼒を仰ぐ。

一人ですべてを解決しなければならないとの気持ちから、徐々に気持ちの整
理ができ、最後に前向きな発言がでてきた。

→ 今回の⾯談を通じ、話し合いの大切さを痛感した。

相談内容 ・要介護1の父が地方にいる。
・⺟の負担がかなり重い。
・相談者は一人っ子で他に頼る家族はいない。
自分が退職し、配偶者と実家に戻り同居しなければならないと考えている。

・しかし、管理職に昇格したばかりで、今退職するのは会社に申し訳ない。

相談員 60歳代（社内キャリアコンサルタント）
相談場所・時間 キャリア相談ルーム、１時間程度
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備える

• 介護休業/休暇
• 介護時短/介護日

• 特別繰越休暇

• 自己申告面談
•WEBアンケート
• セミナー後アンケート

• 上司への相談
• 社内相談窓口
• 社外相談窓口

• 介護セミナー＆相談会
• 介護ハンドブック
• Ｅラーニング
• ライフキャリア研修 2.学ぶ・

理解する

3.相談

する

4.両⽴⽀
援制度を

使う

1.状況把
握をする

介護について話しやすい雰囲気・お互い様の意識
風土

両⽴

仕事×介護 両⽴⽀援に向けた体制
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主な介護関連
制度

◆介護休業 法定介護休職から延⻑して、通算で１年間、無給の介護休職を取得可能
◆特別繰り越し休暇 失効する有給休暇を年7日を限度に、最大120日間積み⽴て、介

護事由で使用可能
◆介護短時間勤務制度 ◆介護日、介護休暇日（半日単位での利用可能）
◆介護短日数制度

【4.制度を利用する】

※テレワーク、フレックス制度は介護事由とは関係なく使用可能

主な費用補助

◆健康保険組合
・在宅介護サービス時のホームヘルパー（HH）および⼊浴サービス費用補助
（一日あたり実費の7割補助で上限5,000円、HH は月10日まで、⼊浴4日まで）
・ショートステイ費用補助（一日あたり実費の7割補助で上限5,000円、月7日まで）
・デイサービス費用補助（一日あたり実費の7割補助で上限5,000円、月8日まで）
・介護機器用品レンタル（一日あたり実費の7割補助で上限5,000円）
・介護機器用品購⼊（一日あたり実費の7割補助で年間60,000円）
◆共済会 カフェテリアプラン（ANA CAFE）での補助額1.2円×使用ポイント
・介護に関わる補助対象器具の購⼊やレンタル費用補助、「介護ステーション」利用可能
その他、介護事由による無利子融資、介護に関わるポイント換算率引き上げ、
介護セミナー回数増、介護サポートHP充実、介護制度利用者へのアンケート実施等
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備える

• 介護休業/休暇
• 介護時短/介護日

• 特別繰越休暇

• 自己申告面談
•WEBアンケート
• セミナー後アンケート

• 上司への相談
• 社内相談窓口
• 社外相談窓口

• 介護セミナー＆相談会
• 介護ハンドブック
• Ｅラーニング
• ライフキャリア研修 2.学ぶ・

理解する

3.相談

する

4.両⽴⽀
援制度を

使う

1.状況把
握をする

介護について話しやすい雰囲気・お互い様の意識
風土

両⽴

仕事×介護 両⽴⽀援に向けた体制

24



Copyright © ANA

イクボス推進
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⼤切にしたいこと

◆「仕事×介護の両⽴支援」の正しい知識を持つ
◆ダイバーシティ＆インクルージョンの推進

Diversity
＆

Inclusion
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Thank you!
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ありがとうございました




